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これまでの政府の関連報告書等の概要 ～成長に向けての原子力戦略策定のために～ 

平成２２年２月１６日 原子力政策担当室 

 

平成２２年度原子力関係経費の見積りに関する基本方針 

（平成２１年１０月１３日 原子力委員会決定） 

地球環境保全・エネルギー安定供給のための 

原子力のビジョンを考える懇談会報告（平成２０年３月１３日） 

国際専門部会 中間とりまとめ 

（平成２１年１２月） 

（１）原子力安全の確保の充実に向けた対応 

○原子力施設の耐震裕度等、耐震安全性を評価する取組を実施 
○高経年化対策等の評価能力の充実 
（２）原子力発電及び核燃料サイクルの戦略的推進 

○既設炉の高度利用として欧米主要国並の設備利用率の向上や定格出

力の向上を目指す電気事業者の取組に資する環境整備を進める。 

○２０１８年度までに運転開始予定の９基の新増設や、その後のリプ

レースの本格化に向けた取組を着実に推進する。 

○ウラン資源確保に向けた取組や核燃料サイクル技術の高度化 

○高速増殖炉サイクル実用化研究開発（ＦａＣＴ）を着実に進める。 

（３）放射性廃棄物対策の着実な推進 

○高レベル放射性廃棄物等の処分事業の対策を推進 
○国民との原子力政策に関する相互理解を進める取組を一層充実 
（４）放射線利用技術の普及促進及びそのための国民との相互理解の

促進 

○量子ビームテクノロジーを活用できるような環境整備 

○重粒子線がん治療研究等の先端的取組を実施、放射線医療分野の専

門家の育成・確保 

○放射線利用技術の拡大の安全性や有用性の国民との相互理解活動 

（５）国民及び立地地域社会との相互理解や地域共生を図るための活

動の充実 

○国民及び立地地域社会との相互理解活動を推進 
○国民各層が原子力に関する基礎情報を共有するための活動を充実 
○原子力施設と立地地域との共生による立地地域の自主的・自立的、

持続的な発展を国としてきめ細かく支援し、電源立地地域対策交付

金制度が立地地域のニーズに対応した仕組みとなるよう改良・改善。 

（６）原子力平和利用の厳正な担保と国際社会への対応の充実 

○追加議定書の普遍化や燃料供給保証、国際的な原子力安全及び核セ

キュリティ体制の強化等に関する国際社会の取組に積極的に貢献 
○原子力発電導入国・拡大国に対する原子力分野の人材育成や基盤整

備等への協力といった戦略的な取組を、多国間や二国間の枠組みを

通じて推進する。 

○海外における原子力発電所建設等への我が国産業の適切な参加を促

進するための人材、金融、制度面での環境整備を図る。 

○多国間の枠組みや、二国間の枠組みを通じた国際協力を推進 
○我が国の核燃料サイクル政策に関する海外への情報発信活動を充実 
（７）持続可能な原子力科学技術を目指した研究開発の推進と人材の

確保 

○革新的な原子力技術システムの実現性を探索する研究開発を推進、

核工学、炉工学、材料工学等の基礎的・基盤的な研究開発の推進 
○大型の研究施設・設備については、供用を着実に推進する。 

○長期的観点から若手の育成を図るなど、原子力人材の育成、確保に

向けた取組を進める。 

取組１ 地球温暖化対策には原子力エネルギーの平和利用の拡大が不可欠

との共通認識の形成と、利用拡大に向けた国際的枠組みの構築 

○原子力エネルギーの平和利用の拡大は、地球温暖化対策として不可欠で

あるとの共通認識を醸成すること 

○原子力エネルギーをクリーン開発メカニズム（ＣＤＭ）や共同実施（Ｊ

Ｉ）等の対象に組み込むこと 

○原子力エネルギーの平和利用を推進しようとする国に対する、原子

力発電所建設等への投資が促進されるための方策を検討すること 

○２０１３年以降の次期枠組みにおいて、原子力エネルギーの平和利用を

有効な地球温暖化対策として位置づけること 

取組２ 原子力エネルギーの平和利用の前提となる、核不拡散、原子力安

全及び核セキュリティの確保のための国際的取組の充実 

○ＩＡＥＡを人材、資金面で強化する取組を推進 

○ＩＡＥＡや経済協力開発機構／原子力機関(ＯＥＣＤ／ＮＥＡ)による

基準や勧告の策定等の活動への協力を強化 

○ＩＡＥＡの保障措置の強化に貢献、燃料供給保証の枠組み構築の協議及

び枠組み作りに積極的に参加し、貢献 

取組３ 各国における原子力エネルギーの平和利用推進のための基盤整備

の取組への積極的協力 

○多国間協力や二国間協力を通じ、近隣のアジア地域を中心に原子力

エネルギー利用の新規導入や拡大を行う国々の基盤整備に向けた自

立的取組を積極的に支援する。 

○原子力エネルギーの平和利用拡大への効果的な貢献ができるよう、金

融、保険制度の活用等を積極的に行う。 
取組４ 世界的な原子力エネルギーの平和利用の拡大に資するための原子

力エネルギー供給技術の性能向上を目指した我が国における研究開発

活動の強化 

○原子力エネルギー利用の多様化と高度化を図る革新的技術の開発等 

○高速炉とその燃料サイクル技術の研究開発 

○国際機関における研究開発協力の取組、多国間の枠組みや二国間の枠組

みを通じた国際協力をより積極的に推進 

取組５ 国内における原子力政策上の課題への取組の強化 

○自然災害に関する新たな知見を安全確保のあり方に速やかに反映させ

るリスク管理活動を強化 

○高レベル放射性廃棄物処分は相互理解を深める活動を強化 

○各国で既に実現されている既存の原子力発電所の定格出力向上や設

備利用率向上を実現する。 

取組６ 原子力エネルギー利用を安全に推進するための取組に関する国民

との相互理解活動の強化 

○地球温暖化対策として原子力エネルギーの利用が果たす役割について

の教育及び国民への情報発信を充実 

○原子力エネルギー利用の安全確保のための取組について透明性と公開

性を確保 

○原子力に関する科学コミュニケーションやリスクコミュニケーション

を一層強化する。 

１．原子力平和利用の推進と核不拡散 

１－１ 我が国の原子力平和利用の国際的な意義 

○我が国の取り組みが一般的に原子力平和利用を行う場合の国際的な

モデルかつ規範となるものであると、国際社会に対して主張するこ

とを検討すべき 
○モデル・規範を共有できる国々と積極的に連携、協力してモデル・

規範の確立、普及を図ることを検討すべき 
１－２ 国際的な核不拡散体制への貢献 

○保障措置追加議定書（AP）未締結国を締結に導く対策として、積極

的に合意形成を求めていくことが必要 
○東アジア共同体等の構想の一環として、地域及び我が国のメリット

となる核燃料サイクルの多国間管理や国際化を我が国が主導して推

進していくことの可能性について、さらなる検討が必要 
２．地球温暖化対策としての原子力の位置付け 

○温室効果ガス排出削減対策の国際的な枠組みの中に、発電をはじめ

とする原子力の平和利用を位置付けて活用することが有効 

○２０１３年以降の国際協調の仕組みに原子力が含まれるように、原

子力は地球温暖化対策として有効かつ必要であることを主張し、実

現を図るべき 

３．原子力産業・事業の国際展開 

○原子力産業の国際展開を支援するためのファイナンス・保険等の面

での公的な輸出支援、原子力協定の締結等の国際協力の環境整備等

の施策を適切に行っていくべき 

○国際的に通用する日本型の原子力事業モデルを構築して、これを効

果的に国際展開することができれば、我が国が気候変動対策で世界

のリーダーシップを取ることに役立ち、我が国のエネルギーセキュ

リティ確保にも寄与し得る。 

○原子力の新規導入を図る国々等への人材養成、規制体制作り等の技

術的社会的基盤の整備支援を積極的に進めるべき 

４．国際的な技術的優位の確保 

○現状で我が国が有する諸技術について国際的な優位に立ち得るもの

を精査し、優位なものについては官民協力して優位の維持、強化を

図り、積極的に活用することを検討していくべき 

○大型の将来技術の開発は、困難と不確実性を考慮した複数のシナリ

オを想定し、それらを効果的にカバーしていくことが必要 

５．総合力発揮に役立つ人材の養成 

○原子力の平和利用を構成する多様な分野において高い専門能力を備

えた人材を今後も継続的に養成していくとともに、各分野を連携し

て総合するためのプロジェクトマネジメントの能力を有する人材を

養成していくことが必要 

 

○原子力にかかわる国際対応は、我が国全体の対外戦略の中に的確に

位置付けられることによって初めて有効に実施し得るものである。

第６回原子力委員会
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原子力発電推進強化策 

（平成２１年６月） 

総合資源エネルギー調査会電気事業分科会原子力部会 

国際戦略検討小委員会報告（平成２１年６月） 

低炭素社会づくり行動計画 

（平成２０年７月） 

１．既設炉の高度利用（設備利用率の向上、出力向上） 

・事業者の品質保証活動の充実強化等：事業者は、品質保証体制の充

実強化等を徹底し、国民や立地地域との相互理解と信頼関係を構築

しながら、安全安定運転の実現・継続を目指す。 

・新検査制度への円滑な対応：事業者は、自らの保守管理を充実させ、

原子力発電所の特性に応じた運転間隔の設定に取り組む。 

・運転中保全の導入拡大：事業者は、運転中保全を積極的に取り入れ、

段階的にその適用範囲を拡大。国は、安全性を合理的に確保するた

めのリスク情報の活用の考え方等の整理を含め、速やかに検討。 

・出力向上の推進：  

２．新増設・リプレースの円滑化 

（２０１８年度までに９基の新増設を着実に進める） 

・原子力発電比率の高まりに対応した運転 

・第二再処理費用の料金原価算入の検討 

・廃止措置技術の検討：国内外で開発・実証された技術や今後採用さ

れる可能性の高い技術等を調査し、国内での適用可能性を検証する。 

・リードタイムの短縮：事業者は、計画に当たって最新の知見を取り

入れ安全性を確認する。国は立地地域との信頼関係強化や相互理解

促進に取り組むとともに、プロセスの円滑化について検討を行う。 

・広域運営の推進 

・次世代軽水炉開発の推進 

３．核燃料サイクルの推進 

・六ヶ所再処理工場の操業 

・使用済燃料の貯蔵施設の整備 

・プルサーマル計画の推進 

・高レベル放射性廃棄物処分事業の推進 

・高速増殖炉開発の推進 

・その他の核燃料サイクル関連施設・制度の整備等 

４．国民との相互理解促進 

・関係者の連携と効果的なメッセージの提供 

・全国レベルの広聴・広報の工夫 

・原子力発電のリスク・安全性についての広聴・広報 

・次世代向けの教育の強化 

・マスメディアへの適確な情報提供 

・地球温暖化対策に不可欠なことについての理解促進 

５．地域共生 

・立地地域との共生：立地自治体では、地域の経済・雇用の観点から

も原子力施設との共生を重視しており、国としてきめ細かく支援。 

・立地地域向けの広聴・広報の充実 

・電源三法交付金制度等の在り方の検討 

・発電所の整備など原子力施設の運営の将来計画についてのビジョン

を持ち、自治体等との相互理解を得るように努める。 

６．国際的課題への対応 

・国際戦略検討小委報告書の５つの基本戦略の着実な実行 

＜戦略１＞核燃料サイクル産業基盤強化と国際連携 

○国内サイクル産業基盤を強化（濃縮設備早期導入・拡充、再転換設

備拡大や第二再処理の検討等） 

○ものづくり技術の強みを活かし、ウラン資源国、サイクル推進国と

国際連携を強化、グローバルなサプライチェーンを構築 

○ＪＢＩＣ（国際協力銀行）、ＪＯＧＭＥＣ（石油天然ガス・金属鉱物

資源機構）等の機能拡充、電力、メーカーのウラン燃料事業への資

本参加等を積極支援 

○国際貢献の観点も踏まえ、ウラン燃料備蓄のあり方を検討 

＜戦略２＞電力・メーカー連携、官民連携の促進 

○電力とメーカーの相互補完関係が成り立つプロジェクトを政府が支

援（ウラン資源外交等）：日本全体としての総合力を発揮 

○電力の国際展開により知見を蓄積、原子力エンジニアリングサービ

スを提供 

○国のリーダーシップと国内関係者の連携促進：官民協議会立ち上げ、

中核的な支援機関創設による国内関係機関の連携強化、戦略共有等

を促進 

○アジアの原子力人材育成に、産学官が連携。シニア人材も積極活用

＜戦略３＞積極的な原子力外交の推進 

○米国等の主要原子力利用国や IAEA と連携、３Ｓ確保などの国際協力

を推進 

○核燃料供給保証等の国際的議論へ積極的に貢献。 

○機動的な原子力協定締結等に向けた基盤整備支援等の強化、相手国

の環境整備とともに関連する国内体制を強化 

○資源エネルギー外交をはじめ幅広い視点に立って原子力協力を推進

＜戦略４＞人材、金融、制度面での環境整備 

○現場人材育成などの産業協力を推進 

○公的金融の充実等による資金リスクの軽減：ＪＢＩＣ、ＮＥＸＩ（日

本貿易保険）を積極活用、ＯＥＣＤガイドライン見直しや柔軟性メ

カニズム対象化を追求 

○原子力損害賠償の国際的枠組み構築（特にＣＳＣ（原子力損害の補

完的補償に関する条約））を真剣かつ迅速に検討 

○安全規制の国際的調和に向けた活動に積極的に貢献 

＜戦略５＞素材・部材産業まで含めた技術力の強化 

○コア技術を有する素材・部材メーカーの技術開発等を支援 

○競争力ある次世代軽水炉開発に向けて、官民一体の取組強化 

○高速増殖炉の自立的な開発に向け、実プラントの技術選択への電力

の積極的関与など推進体制を強化 

＜既存先進技術の普及＞ 

○「ゼロ・エミッション電源」の比率の 50％以上への引上げ：我が国

の温室効果ガス排出量の約３割を占める電力部門における対策は非

常に重要である。２０２０年を目途に、２００６年に約４０％であ

った発電電力量に占める「ゼロ・エミッション電源」（再生可能エネ

ルギー、原子力発電等）の割合を５０％以上とする。 

 

＜原子力発電の推進＞ 

○徹底した安全の確保を絶対的な前提として、主要利用国並の設備利

用率を目指すとともに、新規建設の着実な実現（現在１３基の建設

を計画中。うち、２０１７年度までに９基の建設を計画中）を目指

す。こうした取組により、２０２０年をめどに発電電力量に占める

「ゼロ・エミッション電源」の割合を５０％以上とする中で、原子

力発電の比率を相当程度増加させることを目指す。 

○安全の確保を絶対的な前提に、欧米主要国並の設備利用率の向上を

目指す電気事業者の取組に資する所要の環境整備を進めるととも

に、現在稼働中の５５基に加え、建設中の３基（泊３号、島根３号、

大間）を含む計画中の新増設について、電気事業者の取組をフォロ

ーアップする。 

○次世代軽水炉、高速増殖炉サイクル技術については、技術開発を進

める。また、プルサーマルの着実な実施や六ヶ所再処理工場の本格

操業開始を含む核燃料サイクル確立に向け着実に取り組む。 

 

＜原子力発電の優れた安全技術や知見の世界への提供＞ 

○原子力発電導入・拡大国に対し、ＩＡＥＡ（国際原子力機関）やＯ

ＥＣＤ／ＮＥＡ（経済協力開発機構原子力機関）等の多数国間や二

国間の枠組みを通じ、原子力の国際協力の大前提である３Ｓ確保を

含む基盤整備等に対する支援や国際協力をより積極的に推進する。

○当該国の３Ｓ確保を含む基盤整備等の状況や具体的ニーズを踏まえ

つつ、二国間協定等による資機材移転の枠組みづくりや、政府系金

融機関の活用等に取り組み、日本の原子力産業の国際展開を支援す

る。 
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長期エネルギー需給見通し 

（平成２０年５月、平成２１年８月（再計算）） 

エネルギー基本計画 

（平成１９年３月） 

 

○少なくとも３０％以上のエネルギー効率の向上、運輸部門の石油依存度８０％程度、原子力発電の発電電力比率３０～４０％程度以上、石

油依存度４０％未満 

○原子力利用の推進等の電源分野における取組 
原子力発電は、供給安定性に優れ、また、発電過程においてＣＯ２を排出しないクリーンなエネルギー源である。現在発電電力量に占める

原子力発電の比率は約３０％程度であるが、エネルギー源ごとに供給安定性、環境適合性、経済性等を評価し、最適な組み合わせにより需

要に見合った供給力を確保する観点から、原子力発電を将来にわたる基幹電源として引き続き推進する。 

○２０２０年時点での新増設基数と設備利用率の想定 

新増設：９基（２０００年～現在：４基）、設備利用率：約８０％（現在：約６０％） 

○新増設基数の増加の可能性 

 3

 

 開発計画中の原子力発電は１５基あるため、順調に着工・運転開始が進められることにより、想定を上回ることが期待されている。 

○設備利用率を約６０％→約８０％まで高めることにより、約 60 百万トンのＣＯ２排出削減効果が見込める。新増設９基により、約 50 百万

トンの削減効果が見込める。 

（参考：１９９０年度:総排出量 1,261 百万トン、エネルギー起源ＣＯ２排出量 1,059 百万トン、２００５年度:総排出量 1,358 百万トン、

エネルギー起源ＣＯ２排出量 1,205 百万トン） 

 

表．電源構成（発電電力量）の実績と予測（最大導入ケース） 
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図．電源構成（発電電力量）の推移（最大導入ケース） 

＜原子力の開発、導入及び利用＞ 

○原子力発電等と地域社会との「共生」を目指し、国、地方公共団体、

事業者の三者が適切な役割分担を図りつつ、相互に連携、協力する。

○現行水準以上の原子力発電比率の中長期的な実現に向けた取組 

・原子力発電の新・増設、既設炉建て替えの実現：既設炉の本格的建

て替えが円滑に実現されるよう、所要の環境整備を図ることが必要

である。(a)初期投資・廃炉負担の軽減・平準化、(b)長期でかつ、

安定的な資金を必要とする原子力発電に特有な投資リスクの低減・

分散、(c)広域的運営の促進、(d)原子力発電のメリットの可視化な

どの取組を推進。 

・既設原子力発電所の適切な活用：高経年化対策も含めた運転保守高

度化の取組を推進することにより、設備利用率の向上を図る。 

・天然ウランの確保、核燃料供給体制の確立、ウラン濃縮技術の確立

などを通じて、核燃料の安定的供給を確立する必要がある。 

○高速増殖炉サイクルの早期実用化 

・「高速増殖炉サイクル実用化研究開発」を推進する。国際標準化を目

指して戦略的な国際協力を推進する。 

○原子力発電拡大と核不拡散の両立に向けた国際的な枠組み作りへの

積極的関与 

○次世代を支える技術開発・人材育成 

・次世代軽水炉の開発に向けた官民一体となった取組を進める。 

・原子力発電所のメンテナンスを担う現場技能者の育成・技能継承を

支援し、地域における取組等を推進する。 

・原子力を支える基盤的技術分野まで含め、大学・研究開発機関等に

おける人材育成・研究活動の充実・強化を図る。 

・教育研究に不可欠な原子炉等の研究施設については、研究開発機関

の施設を有効に活用の促進を図ることが重要である。 

○我が国原子力産業の国際展開支援 

・我が国原子力産業の技術・人材の厚みの維持の観点に加え、世界的

なエネルギー需給逼迫の緩和や地球温暖化防止に貢献する観点か

ら、原子力産業の国際展開の推進を図る。 

・原子力発電新規建設予定国への支援等：原子力発電を新規建設しよ

うとする国に対する制度整備のノウハウ支援、人材育成協力、金融

面の支援に取り組む。また、ＣＤＭスキームの対象に原子力を加え

ることについては、幅広い検討を促すよう努力する。 

・互恵的関係の構築を目指した積極的な資源外交を展開し、必要な基

盤整備等の取組を推進する。 

○核燃料サイクルの早期確立とサイクル関連産業の戦略的強化 

○放射性廃棄物対策の着実な推進 

・高レベル放射性廃棄物の最終処分候補地の選定に向けた取組の強化 

・長半減期低発熱放射性廃棄物の地層処分事業の制度化 

＜アジア協力の推進＞ 

○我が国としては、エネルギー・環境分野における協力を積極的に推

進することが必要である。 

○原子力安全確保のための地域的協力枠組みの創設及び原子力平和利

用を促進する技術面・人材育成面における協力等に取り組む。 
 

 

  1990年度
（実績）  2005年度

（実績）  

水力 881 12% 813 8% 
 一般 788 11% 714 7% 
 揚水 93 1% 99 1% 
火力 4,466 61% 5,940 60% 
 石炭 719 10% 2,529 26% 
 LNG 1,639 22% 2,339 24% 
 石油等 2,108 29% 1,072 11% 
原子力 2,014 27% 3,048 31% 
地熱 15 0% 32 0% 
新エネルギー   56 1% 
その他   -44 0% 
合計 7,376  9,845  

（単位：億 kWh） 

 

  2020年度 
（予測） 

 2030年度
（予測） 

 

水力 805 8% 889 9%
 一般 781 7% 834 9%
 揚水 24 0% 54 1%
火力 4,701 45% 3,080 33%
 石炭 1,905 18% 1,346 14%
 LNG 2,311 22% 1,371 14%
 石油等 485 5% 363 4%
原子力 4,345 42% 4,695 49%
地熱 34 0% 75 1%
新エネルギー 575 5% 907 9%
合計 10,460  9,646

（単位：億 kWh）
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$�/IJ���OoQ
r����13.8L=

(��34¦e56P�
3.7L=

Q�RØ��JÌ5�ò
oQr�SE�6PoT
©�s56P�3.0L=

UV:; ó21L=UV:; ó21L= öV:; ó17L=öV:; ó17L=
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X¦e6
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*+�"33º���oÀ�r
ãBCë�ãDÆ�;

2006 2010 2015 2020 2025 2030 }�A
(%)

�
GDP 550,569 583,630 637,435 687,190 740,893 799,341 1.57
�
ã���¡� 309,735 329,250 349,357 370,886 391,265 410,399 1.18
�
,���¡�~¨ 94,503 99,916 112,033 121,751 129,934 137,617 1.58
�
ã�®¯Ò� 21,534 21,977 26,142 26,607 26,979 27,685 1.05
�
ã�ÐÑÒ� 83,449 89,670 98,085 107,281 117,068 128,079 1.80
�
�[Å��Zç� 22,460 19,094 18,620 19,038 19,516 20,006 -0.48
�
¾¿ÀÁÂÃÄÅ�°í¨ 17,981 23,594 32,561 41,335 55,822 75,234 6.15

ÆË��({�) 6,362 6,324 6,230 6,085 5,927 5,732 -0.43
ÇË��({�) 295 329 339 356 361 356 0.78
@gÇËA(%) 4.4 5.0 5.2 5.5 5.8 5.9 1.16
³�ð� 97.2 98.4 98.7 99.3 99.9 101.4 0.18
¡��a8ð� 98.6 101.1 101.5 102.1 102.7 103.8 0.21

�T!10��(�
È*2000#Yç8B)
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2006 2010 2015 2020 2025 2030 }�A
(%)

�
GDP 550,622 584,179 638,747 689,198 743,276 801,692 1.58
�
ã���¡� 309,739 329,486 349,869 371,690 392,306 411,530 1.19
�
,���¡�~¨ 94,500 99,940 111,990 121,665 129,851 137,598 1.58
�
ã�®¯Ò� 21,534 22,078 26,292 26,775 27,107 27,758 1.06
�
ã�ÐÑÒ� 83,504 89,893 98,742 108,319 118,250 128,737 1.82
�
�[Å��Zç� 22,460 19,094 18,619 19,036 19,514 20,011 -0.48
�
¾¿ÀÁÂÃÄÅ�°í¨ 17,976 23,550 32,590 41,413 55,935 75,732 6.18

ÆË��({�) 6,362 6,325 6,232 6,087 5,930 5,735 -0.43
ÇË��({�) 295 328 337 353 358 353 0.75
@gÇËA(%) 4.4 4.9 5.1 5.5 5.7 5.8 1.12
³�ð� 97.2 98.4 98.8 99.4 100.0 101.4 0.18
¡��a8ð� 98.7 100.9 101.4 102.0 102.6 103.6 0.20

�T!10��(�
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12

��þ­"o��rUV:;]

$!ö^Ne _TØ3456P
`MÜio�¿�LNG&�2��'�r¶u{*+���'�r¶u�kl
â3sa!ö^Ne _TØ345Îo��­Mrz{o¾r�õöAo*+
�3*10ºÓ5bcoQr34¦e5�vd�¿l��{¾r2021e25
o
k
ö¢2500�=5�{¾r�	5f2���5�kgw¿�y�vl>?õ
öA5��þó�r{l!ö^Ne _TØ345Z6Îk3.7L={¾r�

(!ö�h�s56P
*+���ijv6��rz{oQR��m�nv�ò�rÉql�RØ��
=~k�ò¿l¥ùk�l=��ò�r�z©¿Ém�no{¿��pE�v
6P¿lqy�k�s�6Pxkr�zz�¼N¿�yr�RØ��=~5�ò
k���0.7=rkWh�¥r�!ö�h�s56PÓ�st�r{luo*+
�"313º���v*+�"33º�����aRl2030
�k¢2300�=
5�
�d��r�z5�Ó�õöA�þó�r{l3.0L=56P{¾r�

資16



13

��þ­"o��rUV:;v

Q��5�O
*+���5-µoTylw1|}kWh¥ÉR�M=¾ÄÅÆIJ5��Ð
{x�yrz{vz{{¾rÉql��þ­"5|}~��¥r����Ox
krz{v�Jr�2���5ö�5��5�Îkd�¿�yJl�h
52030

ok1.1L=5�{¾r�z5�Î5õöA�5þók13.8L={¾r�

2006 2010 2015 2020 2025 2030 ¡ 

23Ò��É(3Y) 744 744 1,377 943 706 874 �

23Ò��É(13Y) 799 799 1,535 1,182 958 910 �

ÐÑÒ�É�n� 55 55 159 240 252 36 3,708
E9T�í��É(3Y) 2,691 2,773 2,483 2,742 3,096 3,452 �

E9T�í��É(13Y) 2,691 2,747 2,118 2,001 2,142 2,334 �

E9T�í�­o 0 26 365 741 953 1,118 13,780
ã���¡�(3Y) 309,735 329,250 349,357 370,886 391,265 410,399 �

ã���¡�(13Y) 309,735 329,348 349,459 371,006 391,422 410,633 �

3C���)��J¡��n� 0 99 102 121 157 234 3,022
�T!10��(�
È*2000#Yç8B)
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í¦:World Energy Council “Comparison of Energy System Using Life Cycle Assessment”
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�2008
�
��ü�

659 709 759 809 859

�
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3
4
�
�

4,793.5´kW
�2008
�µ���

º»
¶19.1

(¶1.5%)
¶38.1

(¶3.0%)
¶57.2

(¶4.5%)
¶76.3

(¶6.1%)
¶95.4

(¶7.6%)

6,015´kW·2

��õ#$%&�ÜL¸�
¿�¹ó?�2020
�º»�

¶58.3
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¶77.8
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¶82.6
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uó
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¶130.1
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(¶14.1%)

øÅyzû��Ë³Â,eýþø�,-CO2-ü./0�1�2
31

314øÅyzû�Ë5-6©bcøÅ70þ�,8�9:�-bcc�0�¸;�
���bc\<ð=�bc�CO2-ü�>Ù�?2Ácç�Z[@<PAB C�D
324bcøÅ70þë�,-CO2-ü./0
>Ù4EF O³GHÎ©1990$%á-ü01,261EF O�`,-Iâ

資21



�í¦� STUW
���KLóô�78"¼½�QR¾¿

ÞÝJK
bcLKM
CøÅNO

ü�2FkW< uP$5 QR¡S$5

TUVc� W6O 91.2 2003$115 2009$125

XTc�
YZCîú 82.5 2015$% 2020$%

X¯#O 138.5 2015$%[\ 2020$%[\

X]c�

^_`a�O 138 2011$45 2015$105

^_`a�O 138 2011$45 2016$105

X¯3O 138.5 2010$125 2017$35

X¯#O 138.5 2013$%[\ 2019$%[\

ZYc� bc�O 140d 2015$% 2019$%[\

ZUc�

_e6O 137.3 2005$125 2011$125

Ë	3O 137.3 2010$% 2015$%

Ë	#O 137.3 2015$% 2020$%

fgc� hÎ6O 159 2013$% 2019$%

cç¡b «[��� 138.3 2008$55 2014$115

7/���bc
ij6O 153.8 2010$105 2016$35

ijwO 153.8 2010$105 2017$35
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 - PACT 
 - FNCA 
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2.  
 - PET  
 - MRI CT  

3.  
4. �
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•� PACT Model demonstration countries ( PMDS)  
•� 7 : Albania, Ghana, Nicaragua, Sri Lanka, Tanzania, 

� �Vietnam, Yemen 
Tanzania  
  - NDS nordion , IAEA/TC, 1  
  - OPEC fund $500 000  
  -  
 - 

 

•� 2009 9 66  

PACT �
Preliminary imPACT mission PMDS  

�

Member 
States 

Dept of TC 

Dept of NA�

�

IAEA 

request�
MS

�

�  
�

support�

�

IAEA �

�
�

�

資101



�
�

Member 
States 

Dept of TC 
IAEA 

Dept of NA 

PACT Human 
Health 

�

�  

�

�

Team PACT 
 

Help!�

 
 

�
 

 
 

 

 

•�  
  

•�  
•�  

  

PACT �
•� �
•� �
•� �
•� �

�

�

資102



(FNCA) �
� ��

Forum for Nuclear Cooperation in Asia  

1990 3 �
1

(ICNCA)
�

1999 3 �
10 ICNCA FNCA

�

2000 11 �
1 FNCA (

) �

- �
- �
- �
- �
- QA/QC 
- �

�

CHN 

JPN 
KOR 

VNM VNM 

HN

KKKKKKKKKKKKKKKKKKOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOR
JPN 

TH
A VV
TTTTTH
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 

PHL PHL 

MYS 

IDN IDN 

MYS 

IDN

CHHN BA
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9 �

Forum for Nuclear Cooperation in Asia  
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IIIB  
 

CERVIX-I) 

IIB-IIIB  
 

CERVIX -II) 

IIB-IIIB  
 

CERVIX -III) 

IIB-IIIB (+)  
 

(Cervix-IV) 

 
 

(any T N2-3)   NPC-I) 

 
 

(T3-4 N0-1)  (NPC-II) 

              1998     1999    2000     2001     2002     2003     2004     2005     2006    2007     2008      2009     2010      2011 

            Registration Follow-up Evaluation 

Registration Follow-up Evaluation 

                                 Survey / Phase I �
Registration            Follow-up  Evaluation �

Phase II 

                                                                                                                                                   Registration        Follow-up 
                                                                                                                         Phase II 

                                             Survey / Phase I �
Registration                     Follow-up 

Phase II                                     

                                                                                                       Registration                                                    Follow-up 
                                                                                 Phase II 

Green Journal  
2007  

Red Journal  
2008  

Red Journal  
2009  

FNCA  

Cervix-III 

FNCA 

GOG 
USA 低線量率腔内照射 

1 2 3 4 5 

外部照射 �

週 6 7 8 9 

シスプラチン �

�

�

�

週 1 2 3 4 5 6 7 

シスプラチン �

�

�

�
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FNCA (median follow-up: 48.9 mo.) 

GOG 120 (RT) 

GOG 120 (CCRT) 

Cervix-III �

(Overall survival curves in GOG 120 (USA) and FNCA Cervix-III) 

1. �
�

2. �
3. Cervix-III �

 
4. Cervix-III  

 

(NPC-I, II) �

�

Al-Sarraf 1) 

Chan2,3) 

Lin 4) 

Lee 5) 

Wee 6) 

Chen 7) 

NPC-I  

NPC-II$

$ �

  RT vs CCRT 

47% vs 78%(3y) 

59% vs 70%(5y)  

70% vs 82%(3y) 

78% vs 78%(3y) 

65% vs 80%(3y) 

72% vs 87%(3y) 

              63%(3y) 

              80%(3y) 

p-value 

p=0.005 

p=0.049 

p=0.002 

ns. 

p=0.006 

p=0.003$

1) JCO 1998, 2) JCO 2002, 3) JNCI 2005, 4) JCO 2003, 5) JCO 2005,  
6) JCO 2005  7) IJROBP 2008�

�

CCRT+Adj. 

CCRT 

CCRT 

CCRT+Adj. 

CCRT+Adj. 

CCRT+Adj. 

CCRT+Adj. 

CCRT 

�
�
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国名� 波及効果�

中国� と は、標準治療法として国内で広く用いられている。 �

インドネシア� のプロトコール は国内で標準治療法と認められている。�

日本� は子宮頸癌に対する標準治療法となっている。�

韓国� で開発した と は国内で広く用いられている。 �
も標準治療法となっている。�

マレーシア� と は国内の標準治療法となっている。 の治療成績は国際会
議で発表された。 の臨床試験はアジアの人々を対象としており、自国の患者に
とって非常に有益。 プロトコールはマスターコースの教育プログラムに使用。�

フィリッピン� のプロトコール は国内で広く用いられている。�
アジアの放射線腫瘍学の発展のために、 の活動が続くことを強く希望する。�

タイ� は子宮頸癌に対する標準治療法となっている。�
プロトコールは学生やレジデントの放射線治療トレーニングの教材として使用。�

ベトナム� と は標準治療法となっている。 �

バングラ
ディッシュ�

の活動は、子宮頸癌と上咽頭癌に対するより良い治療法の国内への普及に大
変有効であり、期待している。�

活動の社会・経済的波及効果 �

�

�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�

FNCA �
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333 

396 
437 

549 

642 
684 

�

�

�

�

�

�

�

$

� �

�

�

治療前 治療後 

�

�

16回照射 

�

重粒子線がん治療研究（放射線医学総合研究所） 

� �

�
�

�

$
$
$

$

�

$ $ $

$ $ $ $ $ $ $

$ $ $ $ $ $ $

$ $ $ $ $ $

$ $ $ $ $

�

�

�

�

�

�

 

CNAO 

ETOILE  

�

� �

Med-AUSTRON �

 

 

[GSI] �

[KIRAMS] 

[IMP] 

�

�

�

 

 

 

�

�
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�

放医研における重粒子線がん治療普及に向けた海外展開 

�
 

( 100 130  

�

�

�

�

� (CC) 
�

�

�

�

�

�

�

REMPAN 
 

Liaison/Collaborating Center 
�

�

ICRP 
UNSCEAR 

IAEA 

WHO 
ISO International Organization for 

Standardization 

International Commission 
on Radiological Protection 

United Nations Scientific Committee 
on the Effects of Atomic Radiation 

World Health Organization  

International Atomic Energy 
Agency  

OECD/NEA 

�

 
Radiation Emergency Medicine 

Network System in Asia 
Asian Nuclear Safety Network�

�

 
( ) 

Global Health and Security Initiative 

GHSI 

Nuclear Energy Agency 
�
�

 

 IAEA/RCA 

JICA 
 

 

 FNCA 

IAEA WHO NSC 

 

International  Commission on Radiation 
Units and Measurements 

ICRU 
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� �

2001 IAEA/RCA  

2002 IAEA/RCA �

2003 IAEA/RCA �

2005 IAEA/RCA �

2006 
IAEA/RCA  
IAEA/RCA PET for Oncologists, Neurologists and Hematologists�

2007 
IAEA/RCA  
RCA Final Progress Review Meeting on Tumor Imaging Using Radioisotopes �

2008 JICA Training Course-Radiation Therapy for Cancer (Fundamental Medical Sciences)�

2009 IAEA/RCA Regional Training Course on Advanced Clinical Applications of PET�

�

�

�

( / )  
( / ) �  

( / )  

H17  
H18  

�

�

�

�

　　　　研修事業（放射線診断・治療・看護関連） �

����

�
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(H13 17 ) (H18 21 ) 

( / )   
( / )   

( / )   
( / )   

( / )   
( / )  

H17  
H18  

研修事業 �

(H13 17 ) (H18 21 )�

�
�
�
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– CO2  

4  

資112



 

5 

   

�  
�

 

 

 

  
/

 

�  
�

 

�  �  

 

 

 

 

 
• 2003-2004  

– 2003
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• 2003
 

– EPRI (intelligrid) 

– DOE(Modern Grid, Smart Grid) 
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The Smart Grid in 2010: Market Segments, Applications and Industry Players 
http://www.gtmresearch.com/report/smart-grid-in-2010 

資116



 

 

PHEV
 

 

EMS/DMS 

 

AMI,
 

 

 
 

PHEV
V2G) 

 

 

 

AMI 

 

EMS

PHEV  

 

 

 

 

 

CO2
 

PHEV V2G
 

 

 

 

 

  

   

 
PMU,FACTS,HVDC

 
 

PMU

  

PV
FC
PHEV/EV  

 
 

 

 

 

 

(  

The Smart Grid in 2010: Market Segments, Applications and Industry Players 
http://www.gtmresearch.com/report/smart-grid-in-2010 

 

 

PHEV
V2G) 

 
 

 

AMI 

 

 

 

 

 

The Smart Grid in 2010: Market Segments, Applications and Industry Players http://www.gtmresearch.com/report/smart-grid-in-2010 

 

資117



15 

 

http://www.gridpoint.com/smartgridsolutions.aspx 

16 

Google PowerMeter 

資118



 

17 

• 1 15
 

• CO2
 

•
PHEV/EV

 
 

 

 

 

 

18 

5 6

2015
2015 4000
30  

 

資119



 

 
�  

�  

�  

�  

 
�  

�  

19 

 

20 

�  
� (DR)  

� CO2

� ,DR  

�  

�

�  
�  

�  

�  

�
� PHEV/PV,V2H,V2G 

�  
� /  

�  
 

資120



21 

 
2010-2030  

http://www.eei.org/ourissues/finance/Documents/Transforming_Americas_Power_Industry.pdf 
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SmartGrids Deployment Priorities 
 

�Deployment Priority #1: Optimizing Grid Operation and Use 

 

�Deployment Priority #2: Optimizing Grid Infrastructure 
 
 
�Deployment Priority #3: Integrating Large Scale Intermittent Generation 
 
 
�Deployment Priority #4: Information & Communication Technology 
 
 
�Deployment Priority #5: Active Distribution Networks 

 

�Deployment Priority #6: New Market Places, Users & Energy Efficiency 
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some findings from the Inventers Surveys in Japan & US”, Jan.2008, Dr. S. Nagaoka
( ) & Dr. J. P. Walsh (Georgia Institute of Technology)
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原子力施設の立地と地域振興 

に係る基本的考え方（私見） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年４月２０日 

 

（株）開発計画研究所 

代表取締役所長 石井 政雄 

 

     

目   次 

 

１．原子力施設の立地と影響変化  ・・・・・・・・・・・・・・・ １   

 １）影響評価の捉え方  

 ２）地域振興計画論的視座  

 

２．「地域が振興」している証とは・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

１）変わる農山漁村の価値観    

 ２）「地域が振興している」という証をどう捉えるか 

 

３．原子力施設の所在する「地域振興」の実態・・・・・・・・・・・ ４ 

１）地域変容形成過程分析－事例３題   

 ２）要因分析結果 

 

４．原子力施設の立地「地域振興」に結びつけるために・・・・・・・ ９ 

１）相当な新増設が必要－総合エネルギー調査会・原子力部会 

 ２）「地域振興」に結びつけるために 

第２３回原子力委員会

資 料 第 ２ 号

資161



 1

１．原子力施設の立地と影響変化 

１）影響評価の捉え方 

 

■ 原子力施設など大規模な地域社会の変容（これを変容特性という）は、施設の投資規模、内容にま

ず依存するが（これを投資特性という）、その具体的な現れ方は、地域の地理的条件や開発の意欲：

主体的な働きかけなど（これを地域特性という）によって多様な態様を示す（右図参照）。 

 

■ 施設投資に伴って生ずる効用については、他に格別の政策的手段を加えなくても、その投資から必

然的に生ずると考えられる「必然的効用」と、他から何らかの政策手段が加えられたり、関係者や

住民側の主体的な働きかけによる内発的効用に区分できる。これは「必然的効用」を増幅すること

となり地域振興を図る立場からは重要なポイントとなる。 

   

■ 特に右図の投資・地域特性に示す④、⑤の項目が、この内発的効用に関与すると考えられるもので

あり、かかる意味で特段に配慮を要する項目といえる。 

 

２）地域振興計画論的視座 

 

■ 先の影響評価の捉え方に示す特性として、開発を進める側からの態様（投資特性）で言えば、下記

の特性をもつ。 

ａ．地域への投入の総量は極めて大きい。 

ｂ．その期間も建設段階以降では、20 数年は続く。 

ｃ．しかし、その初期、建設、操業などのステージによるズレが大きく、その内容、質がそれぞれ。

異なる。 

 

■ 従って、これをできるだけ平滑にし、それぞれの影響を、その後の地域の振興・成長につなげてい

くという立地を受け入れ側の努力（地域特性）が有効に働かないと、見かけ倒しどころか結果的に

はかえってリスクを増大させる可能性も考えられる。 

 

■ 換言すれば、地域の側の主体的かつ計画的な働きかけによって、初めて外発的効用が地域の実態に

しみ通るような形で増殖的に展開されてゆくことになる。これにはかなりの年月をかけた対応が必

要とされるだけに、中長期的な波及展開の筋立てを見据えた対応が必要となる。 

 

■ これを地域計画論的視座から言えば、原子力施設の立地にあたっては、他にはないほどの激動の時

期をもつだけに、地域社会の中長期にわたる成長過程を見据え、如何に、その効用を着実に積み上

げていくかという視点の確立がとわれてくる。（右図参照） 

 

 

 

 

 

 

図－１ 発電所立地の影響変化の捉え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 電源立地振興計画の段階別計画目標と地域経営力の推移概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期合意形成 オフィシャル期 建　設　期 運　転　初　期 運　転　中　期 運　転　後　期

　①　１号機による投資等
　②　増設による投資等

敦賀３，４ 福島第一（７，８） 泊３ 女川３ 泊１，２ 東海第二

浪江、小高 上関１，２ 島根３ 東通１ 女川２ 敦賀１，２

東通２（東北） 大間 志賀２ 福島第二（３，４） 女川１

東通１，２（東京） 柏崎刈羽（３，４，６，７） 福島第一（１～６）

浜岡４，５ 福島第二（１、２）

志賀１ 柏崎刈羽１，２，５

大飯３，４ 浜岡１～３

島根２ 美浜１～３

伊方３ 高浜１～４

玄海３，４ 大飯１，２

川内２ 島根１

伊方１，２

玄海１，２

川内１

出典　：　「電源立地制度の概要」（平成１９年３月　資源エネルギー庁）を基に作成

（30～40年）（７～８年）（10～20年） （３～４年） （６～７年） （７～８年）

電
調
審

着
工

運
転

社会的緊張
地域経済力

発電投資＋交付金等 内発的
開発効用

①

②

　　　 （基礎体力づくり）
　　ファンダメタルズの充実

・人材育成　→　組織化
・公益的サービスを含めた社会資本、
  産業基盤の先行整備
・官民各種
  計画活動　→　知的資産形成
・地域産業の競争力の培養
・社会的合意の形成

　　　　（地域振興基軸の形成）
　　　　　地域経済力の飛躍

・電源地域としての地域像・計画体制
　確立
・財政の弾力的運用
・関連基盤施設の整備
・ビジネスチャンスの進展
・ソフトシーズによる立地効用の増幅
・地域経済の自己革新
・生活環境基盤の整備

　　　　　（連関性の深化）
　　　　　増設効用の発現

・長期ビジョンの策定
・行財政システムの充実
・地域振興機能相互の連関性の深化
・（地域社会と科学技術の共生）
・内発力のシステム化
・新たな地域経済基軸形成
・地域社会としての魅力化

　　　　（成熟社会への展開）
　　　　市民社会としての統合

　・自然と人間が融合する市民社会の
　　構築
　・行財政システムの再構築
　・地域社会と科学技術との共生
　・豊かな都市文化の醸成

初期段階 立地・建設段階 増設段階 成熟段階

①　投資の規模、テンポ
②　投資の態様
③　周辺の電源開発状況
④　施設者の地域社会活動
⑤　国県の電源立地関連事業

①　自然地理的条件
②　人文地理的条件
③　広域生活圏の地域構造
④　住民意識、参加
⑤　自治体の地域経営活動

投資特性

内発力

地域特性

変容特性

①　立地集落
②　人口・就業構造
③　社会資本
④　地域財政
⑤　産業活動
⑥　空間構成
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２．「地域が振興」している証とは 

 

１）変わる農山漁村の価値観 

 

■ 今、地方圏にある農山漁村に対するこれまでの価値観、社会とは異なった思想が潮流としてうねり

をもち始めている。 

 

■ わが国の原子力発電所の多くは、人口の粗な農山漁村地域のなかにあっても中心的集落からはかな

り隔たった地点が選ばれていた（海岸平野・台地立地型発電所、半島地形峡湾立地型発電所に大き

く区分される）。 

 

■ そこでの振興の目標は地域の発展・成長＝人口増。さらに、農山漁村の居住者は、そこに都市的要

素が付加されることを進歩・発展として捉えてきた。この考えの根底には都市の方が経済的に豊か

で、農山漁村は遅れているという捉え方に支配されていた。今、この価値観が大きく変質しつつあ

る。 

 

■ このような価値観の変質の根源は、戦後 50 年の経済復興の歴史、特にそのなかでも経済が急激に

変化したこの四半世紀の歴史にあると言える。この結果、農山漁村の荒廃、過疎化、高齢化、都市

の過密による生活環境の悪化などの社会病理であり、人、物、金の集中化の反作用として起こるべ

くして起こった。 

 

■ さらに、その後の集中化の進展は先の社会病理に加えて大量生産・大量廃棄などにより資源浪費と

環境負荷が発生し、開発による環境破壊が発生した。このような思想の線上に過疎問題に代表され

る農山漁村の地域社会の転換方向として、上記したごとき都市化とは別の原理で新たな方向性をみ

いだせるのではないかという潮流が強くなりつつあると言える。 

 

■ 増設・成熟段階あるいは「壮年期・リプレース」の時期にある原子力発電所立地地域が、このよう

な価値観の変化を如何に自らの地域に賦存する多彩な材料を原子力発電所自体も含め「資源化」す

るかが今、厳しく問われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 変わる農山漁村の価値観 

環 境 負 荷

都市と 農村と の共生

（ 多自然居住地域）

比較劣位

産業立地政策と

都市政策と の連携

システム産業

内発的視点を重視し た

立地形成論的接近

本物の自然資源

低密度住居

ボランタリ ーコミ ュニティ

都市化と 別の

発展の原理

工 業 商 業 消 費 農 業 林 業

工　

系

農　

系

都市的要素の付加＝地域の発展・ 成長

工
業
化
と
物
の
豊
か
さ

︵
工
業
化
社
会
︵

環
境
共
生
と
心
の
豊
か
さ

︵
成
熟
化
社
会
︵

終戦（ １ ９ ４ ５ 年）

こ れから （ ２ ０ ０ ０ 年～）

工 業

商 業

生 活静脈系形成 農系一体循環

畜 産

再 生 分 解

農林業

大規模工業化

大量生産・ 消費

過疎

人間疎外

都市型公害

地球負荷

農系縮小

農業の工業化

過疎

高齢化

食糧自給率低下

農山村環境破壊

都市と 農山漁村の新し い関係のあり 方

市民参加情報基盤
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２）「地域が振興している」という証をどう捉えるか 

 

■ これまで一般的にはそれを「もの」、「かね」がより豊になることと見なし、例えばＳＤモデルな

ど地域産業連関分析をベースとした接近などがなされてきている。 

 

■ しかし、地域が「振興」しているということは、「地域経済」が成長し、豊かになるというよりは、

地域に住まう住民、企業が成長に向かい将来に希望をもつような状況（レベル＋ベクトル）と言っ

てよく、かかる社会的効用を見逃しやすい。「地域」は生きものである。 

 

■ J.Jacobsj 等「発展はできあがった事物の集積ではなく、むしろ事物を生み出す過程である。」 

           「価値の流れは顧客からの引力によって初めて発生する。下流からの要求がない限り、

上流では本来何も生産されない。」 

 

■ これからは地域（社会）が振興していることの証は、地域の住民の立場、視点に立って総体的動態

的に捉えるべきものであつて、上流（サプライサイド）での増分そのものが効用と考えることに問

題を提起している。ディマンドサイドの重要性。 

 

■ これまでの地域開発・地域振興のもつ要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 仮に上記の右辺を仮説しておくとすれば、下記の左の項と右の項とはやや交差した相関もでてくる

が、敢えて直裁な関係表現に止めて示すと次の如くなる。 

 

キャッチフレーズ キーワード 

Ｘ：自己更新性 多様性、集積構造、人づくり、ネットワークキング 

Ｙ：自 律 性  （中長期な）計画活動、民主的体制、地方文化 

Ｚ：持続可能性  環境保全、自然共生、NPO 的市民活動 

 

 

 

 

 

 

 

■ 前項右辺を念頭に「振興」実績を評価すべき６つの局面とそのポイント的事象 

 

中長期総合計画活動 社会・生活環境の多彩化・高質化 産業の構造的高次化、集積の深化

▪長期的時間軸にかかる戦略の定立 

▪戦略的プロジェクトの体系化 

▪電源立地施策等外発力の活用 

▪民主導ベースの醸成 

▪知的資産の構築 

▪社会教育活動の活性化 

▪生活環境の高質化(施設の外部効率性) 

▪地域情報システムの充実 

▪地域・社会環境保全 

▪多参画型地域産業の展開 

▪地域産業の基軸の定立 

▪集積の構造的高次化 

▪自前の創業・振興支援体制の樹立 

中心市街地の活性化 多様な住民グループ活動の展開 広域的な交流・連携の展開 

▪中枢コアの定立 

▪汎市街地域構造の接合 

▪中心市街地の活性化・開発事業の推進

▪住民各層との協働化の実践 

▪ことづくり、産業興し支援などグルー

プ結成機会の醸成 

▪環境保全、自然共生社会活動の推進 

▪各種住民グループ交流、ネットワーク化 

▪まちづくり市民会議、地域シンクタンク 

▪全国的組織などによる大都市機能との

ネットワーク強化 

▪広域的課題への取組（広域連合、特定

産業の広域連携等） 

▪広域的交流・連携の地域中枢拠点 

 

■ 地域振興にかかる特長的事象から行動目標、振興理念への脈略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「原子力施設の立地が地域にとって誇りとなり、地域資産の一つでもある」。という地域の自負 

や自信、信頼感を醸成できる環境づくりが重要 

 

■ 「ものとかね」から「こととひと」の地域づくり思潮の変化は、これまで原子力施設という 

         太い糸をたよりに地域づくりを実践してきたが、これからは後述する玄海町、東海村、美浜町 

等に示された「こととひと」の糸を組み入れ、地域振興という織物が、幾様にもヨコ糸とタテ糸 

を編み上げていく時間をかけた格段の工程の収斂によって、地域好みのものに仕上げていくことが 

必要となる。また、かかる連関、有機化の過程そのものが地域振興の「生きざま」でもあると言え

る。 

① 自己更新性（創造） 

② 自律性（自主） 

③ 文化性（美育） 

④ 持続可能性（共生・循環） 

「これまで」の 

  「地域開発の目標・要素」 

① 地域経済（豊かさ） 

② 地方自治（自主性） 

③ 地方文化（志、誇り） 

特徴的事情と方向性

①中長期総合計画活動

②社会・生活環境活動

③産業振興活動

④中心市街地活性化活動

⑤住民グループ活動

⑥広域的交流・連携活動

５つの行動目標

①中長期視座を見据える

②自前化のすすめ

③明日を担う人材・企業の排出

④地域の誇り、志を高める

⑤広域的連携

地域振興の理念

①自律性（自主）

②自己更新性（創造性）

③持続可能性（共生・循環）

④地域文化（美育）

「現在」と「これから」の 

  「地域のもつ要素」 

   

いま 
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３．原子力施設の所在する「地域振興」の実態 

 

１）地域形成過程分析－事例３題 

 

（１）茨城県東海村（計画群の体系） 
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備
・
社

会
開

発
事

業

　
　

　
日

本
原

研
設

置
決

定

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(3

1
/4

)

基 本 的 社 会 資 本 の 整 備

道 路 ・ 水 道 ・ 消 防 ・ 有 線 放 送

屋 内 運 動 場 ・ 小 中 学 校 校 舎

地 帯 整 備 計 画＝ ＝ 電 源 三 法 交 付 金 ＝

老 人 福 祉 施 設 　 学 校 施 設 の 縦 割 的 整 備

東 海 病 院 図 書 館 　 文 化 セ ン タ ー

公 共 下 水 道 　 ゴ ミ ・ し 尿 処 理 施 設

コ ミ ュ ニ テ ィ ー 施 設 　 大 規 模 公 園

　
「
原

子
力

産
業

地
帯

」
を

設
け

る

　
計

画
　

　
　

　
　

　
　

　
　

〔
通

産
省

〕

　
新

農
村

振
興

計
画

を
策

定

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(3

5
年

)

　
東

海
村

農
業

調
査

報
告

　
〔
日

本
原

子
力

産
業

会
議

〕

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(3
6
年

)

　
原

子
力

平
和

利
用

特
別

区
域

　
整

備
法

見
送

り
　

(3
5年

)

　
「
水

戸
・勝

田
市

街
地

開
発

　
区

域
」指

定
　

(3
6年

)

　
「
水

戸
・勝

田
市

街
地

開
発

　
区

域
」指

定
　

(3
6年

)

　
原

子
力

委
員

会
｢東

海
地

区
原

　
子

力
施

設
地

帯
整

備
｣の

方
針

　
決

定
　

(3
7
年

)

　
4
1年

度
か

ら
5
ケ

年
計

画
に

よ
る

　
地

帯
整

備
事

業
を

決
定

　
(4

0年
)

　
整

備
の

た
め

の
基

本
計

画
報

　
告

書
を

科
技

庁
に

提
出

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(4

0
年

)

　
首

都
圏

整
備

委
員

会
｢水

戸
・日

　
立

都
市

開
発

区
域

整
備

計
画

｣を

　
決

定
　

(4
0
年

)

　
水

戸
・日

立
大

規
模

都
市

建

　
設

の
基

本
構

想
を

発
表

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(4
7年

)

　
第

一
次

東
海

村
総

合
計

画
の

　
策

定
　

(4
8年

)

　
水

戸
対

地
射

爆
場

跡
返

　
(4

8年
)

　
水

戸
地

方
広

域
市

町
村

圏
計

　
画

策
定

　
　

(4
7年

)

　
水

戸
・日

立
都

市
圏

整
備

基

　
本

計
画

　
(5

1年
)

　
水

戸
対

地
射

爆
場

跡
地

利
用

　
構

想
策

定
　

(5
3年

)

　
新

水
戸

地
方

広
域

市
町

村
圏

　
計

画
策

定
　

(5
6年

)

　
東

海
村

第
二

次
総

合
計

画

　
策

定
　

(5
7年

)

　
水

戸
・日

立
地

域
集

積
形

成
事

業

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
(平

成
2年

)

　
第

三
次

広
域

市
町

村
圏

計
画

　
策

定
　

(平
成

3年
)

　
東

海
村

第
三

次
総

合
計

画

　
策

定
　

(平
成

3年
)

　
水

戸
地

方
拠

点
都

市
地

域
整

備

　
構

想
　

(平
成

6
年

)

東
海

村
骨

格
形

成
事

業

空 間 配 置 工 夫

ス ポ ー ツ 活 動 に よ る 住 民 の 融 和

人 材 の 活 用

合 意 形 成 組 織

定 住 基 盤 の 形 成

＝
＝

＝

＝

＝

原 子 力 関 連 施 設 ・ 社 宅 ・

校 区 再 編 ・ 幼 保 育 園 村 移

球 技 大 会 ・ 村 民 体 育 祭

村 民 民 謡 踊 り 大 会

各 分 野 に お け る 指 導 的 人 材 の 活 用

広 報 「 と う か い 」 の 活 用

文 化 ・ 社 会 活 動 へ の 変 質

原 子 力 関 連 の 従 業 員 の 活 用 ・ 役 場 職 員 の 専 門 領 域 化

各 種 審 議 会 の 設 置 と 人 材 登 用 の

各 分 野 で の オ ピ ニ オ ン リ ー ダ ー の 存 在 ・

縦 割 り 組 織 か ら 融 和 型 ・ 横 断 的 組 織 の 形 成

( 地 域 づ く り 推 進 協 議 会 ・ 村 民 憲 章 推 進 協 議 会 )

国 際 交 流 、 芸 術 分 野 へ の 展 開

住 宅 地 分 譲 ・ 墓 の 造 成 ・ 工 業 用 地 造 成
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（２）佐賀県玄海町（地域変容過程） 

1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005
 S30  S35  S40  S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17

１．町政概況 56 59 64 65 72 80 92 99 06

　　町長 宮崎専一（１期） 松隈矩夫（１期） 山崎節治（２期） 寺田寅男（２期） 日高一男（３期） 鶴田留蔵(２期） 寺田司（２期） 岸本英雄

久保佐太郎

　　人口 9,447 8,952 8,075 7,468 7,427 7,463 7,622 7,515 7,737 6,986 6,738

　　産業別就業人口（％）　　① １次 ① 76.5 ① 72.7 ① 64.5 ① 53.5 ① 45.5 ① 38.0 ① 32.0 ① 25.6 ① 25.7
　　　　　　　　　　　　　　　　　② ２次 ②   8.8 ②   9.3 ② 15.4 ② 22.3 ② 25.6 ② 27.8 ② 32.7 ② 38.1 ② 30.3
　　　　　　　　　　　　　　　　　③ ３次 ③ 14.7 ③ 18.0 ③ 20.1 ③ 24.1 ③ 28.9 ③ 34.3 ③ 35.3 ③ 36.3 ③ 44.0

　　財政力指数 0.204 0.175 0.198 0.823 1.596 0.883 1.429 2.140 1.683

56 値賀・有浦村合併により玄海町誕生 70 東西外津合併→外津地区 83 新庁舎完成 88 玄海町史（上巻） 97 玄海町史（下巻） 06 町制施行50周年

57 旧切木村４集落編入 71 東西仮屋地区合併→仮屋地区 83 地域振興基金の設置

86 町民憲章

53 町村合併促進法 65 市町村合併特例法 74 電源三法公布 95 市町村合併特例法（３度目の延長、2005年期限）

56 新市町村建設促進法 74 原子力船むつ放射能もれ 79 米ＴＭＩ原子炉事故 86 ソ連チェルノブイリ原発事故 99 ＪＣＯ臨界事故

２．幹線交通基盤整備 68 国鉄呼子線起工 80 建設工事中断 （87 国鉄民営化） 97 設備撤去方針

70 県道呼子－伊万里線国道204号に編入 83 ＪＲ筑肥線電化、福岡市営地下鉄乗り入れ 01 福岡都市高速道と

74 外津大橋完成 　　西九州自動車道が

　　直結

３．電源開発 65 県より原発建設計画 71 １号機着工 75 運開

66 原発誘致議決（川内との誘致合戦） 72 九電より２号機増設計画申入れ 78 九電より３・４号機増設計画申入れ 85 ３・４号機着工 94 ３号機運開 06 ３号機プルサーマル計画事前了解

68 用地売買契約締結 76 ２号機着工 81 運開 97 ４号機運開 06エネルギープラザ2006開催

70 漁業補償 05 玄海ウィンドファーム

　　契約 81 「郷土の自然を守る会」発足（増設反対住民）／82 町長リコール運動→不成立 00 玄海エネルギーパーク

82 廃熱利用温室（地域農業の振興） 01 廃熱利用温室拡充

４．町計画活動 59 町建設計画（～63） 84 総合計画策定 86 町総合計画（～95） 96 町新総合計画（～05） 06 第四次総合計画(～15)

　　企画課新設

05 「住民参加型まちづくり推進方策検討調査」ＷＳ開催→07年

06 「あったらもんげ」発足（ＷＳ委員）

06 「計画行政推進方策検討調査」ＷＳ開催

５．都市機能・生活・環境
　　生活環境・上下水道 58 仮屋地区簡易水道 75 値賀地区簡易水道 80 湯野尾地区簡易水道 87 上水道事業開始 91 町営住宅（新田第３） 01 下水道整備事業開始

75 町道整備開始 81 町営住宅（新田第１） 88 新田浄水場︵貯水池 93 町営住宅（平尾団地） 02 町営住宅 04 定住促進奨励金

82 町営住宅（新田第２） 87 仮屋地区生活排水処理施設 　　　　（ｼｰﾗｲﾝﾀｳﾝ）

83 地域防災計画 86 防災無線 89 外津地区生活排水路 03藤ノ平ダム完成

　　情報基盤 03 広域イントラネット（玄海・呼子）

　　教育・文化 66 有浦小学校改築 71 値賀小学校改築 79 公民館値賀分館 83 値賀中学校改築 91 町民会館 04ネットフォーＣＡＴＶ放送開始

67 有浦小学校牟形分校、 74 県立東松浦高等学校 81 仮屋小学校移転改築 88 牟形小学校改築 93 給食センター 04県立唐津青翔高校

　　牟形小学校として独立 74 有浦中学校移転改築 94 三島公園

　　医療・福祉 72 わかば保育園 80 福祉センター 94 老人保健福祉計画 00 あおば保育園

73 ふたば保育園 81 特別養護老人ホーム「玄海園」（84 増築） 92 デイサービスセンター「玄海園」 　（わかば園、 03 ふたば保育園 07 特別養護老人ホーム「玄海園」

74 みどり保育園 95 在宅介護支援センター 　　みどり園統合） 　　改築

　　体育、スポーツ 89 社会体育館

90 総合運動場

92 野球場

　　その他 88 肥前斎場（玄海・肥前）

６．産業振興 91～ まちづくり活性化促進事業 各種グループによる特産品開発等の取組

　　農　業 65 農業構造改善事業開始（ミカン） 75 国営上場土地改良事業開始 80 県営上場土地改良事業開始 81 新農業構造改善事業開始 01 中山間地域等直接

66 米づくり日本一連続達成 71 上場開発青年同志会 75 上場広域農道開通 81 上場農協、ハウスいちご栽培開始 　　支払制度

66 上場農協発足（上場４町農協合併） 73 上場地域農業開発事業組合 82 農業生産活性化事業開始 95～ 園芸分野の活性化事業 　　（耕作放棄地の保全）

　　水産業 70 仮屋漁業でタイ養殖試験 78 県栽培漁業センター（鎮西町） 92 「フレッシュ会」発足 97 加工品販売 03 「うまか鯛」　経産大臣賞

74 本格的事業展開 　（仮屋漁協婦人部メンバー） 98 加工施設整備 　

67 外津漁港沿岸漁業構造改善事業開始 02 ふるさと発想館

70 仮屋漁港沿岸漁業構造改善事業開始 02 利用組合組織

　　商工業 73 玄海ソーイング進出 95 商業ビジョン 99 商業集積計画 02 事業計画

（ふれあいプラザ） 　　（高度化事業）

97 研究会設立 00 ふれあいプラザ建設準備会

98 大型店出店

97 唐津市にジャスコ開店

　　観光・サービス 73 玄海産業創業 93 むらおこし事業（３年間） 99 観光物産協会設立

　　　→特産品開発、観光開発 00 物産店「どっ来い承」

94 観光開発ビジョン 00 利用組合組織

95 産業会館 03 唐津・東松浦観光連盟

04浜野浦棚田展望台完成

04 海上温泉「パレア」→農水産業との連携

　　その他 65 黒形炭鉱閉山 89 産業文化祭

７．住民活動、イベント 91～ まちづくり活性化促進事業 99 小加倉やってみゅう会　「子ども達の農村体験」

　

00 玄海おじさんバンド「ふれあいコンサート」 07「ＮＨＫのど自慢」

83～ ふるさと納涼花火大会 89 仮屋湾一週イカダマラソン大会 96～98 海の祭り 　　 03 ｼｰﾗｲﾝﾀｳﾝ区　「地域おこし組織」

03フランス共和国グラブリーヌ町と交流開始

05 「玄起海」発足

８．関連性強化 71 唐津・東松浦広域市町村圏組合発足、計画策定

79 唐津・東松浦広域市町村圏組合 99 介護保険事業開始

　　清掃センター完成 94 唐津・東松浦合併懇談会 99 任意協議会 02 法定協議会

03 離脱

［安定計画］・行政組織・行政事務の合理化
　　　　　　　 ・生産基盤の整備
［発展計画］・産業振興
　　　　　　　 ・人的質の向上

・町発展への基礎的条件の整備
・快適で安全な生活環境の創出
・産業の振興
・福祉の町づくり
・教育・文化の高揚
・住民に密着した地域振興
・計画的な行財政の推進

・地域産業の体質強化と基幹産業づくり
・新時代情報通信を活用した地域総合活性化計画の推進
・地域資源の保全・活用と観光拠点開発の推進
・中心市街地の再生整備と町の顔づくり
・生き生きとした人づくりと地域活性化の推進

運営
（独立採算）

付設

運営

（外津漁協はイカ釣り漁業を推進）

・美しい自然とふれあう安全で快適なまちづくり
・安心して暮らせる人にやさしいまちづくり
・恵まれた資源を生かす活力育むまちづくり
・ふるさとを愛し文化のかおるまちづくり
・住民と共にあゆむ創意工夫のまちづくり
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（３）福井県美浜町（地域変容過程） 

 

 1954 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995

S29 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17

１町政概況
町長 54 綿田捨三(４) 70 原田平吉(２) 78 平野巌(２) 86 綿田光雄(４) 99山口治太郎 07山口治太郎(３選)
人口 55 14,778人 65 13,3358人 75 13,092人 85 13,384人 95 12,384人 05 11,379人

１次/２次/３次(%) 55 66.2/12.0/21.8 65 51.0/19.8/29.2 75 33.1/25.0/41.9 85 15.8/29.2/55.0 95 13.3/27.4/59.3 05 10.2/21.5/68.3

54 ４村が合併、美浜町 62 原発誘致議決 74 電源三法 92 役場新庁舎落成 99 ハートフル対話 04 「福井大学と美浜町の相互
58 町章制定 62 役場庁舎落成 75 行政史発刊 治太やんＢｏｘ 　友好協力協定」締結

夢づくり懇話会
05 「へこしの町」を

　商標登録
59 伊勢湾台風 63 豪雪(154cm) 81 豪雪(125cm) 05 「三方五湖」ラムサール

65 台風23号 84 豪雪(118cm) 　条約に登録

２．町計画活動 58 美浜町建設計画(～66) 70 美浜町振興計画（～78） 85 第二次振興計画（～95） 96 第三次美浜町総合振興計画(～04) 05 第四次美浜町総合振興計画
◇ ４つの柱（明るい、住みよい、豊かな、麗しい美浜） ◇ 人間尊重と環境保全を基本とし、 「自然と共生するやすらぎのまち」 「自然かがやき人いきいき

を中心に総合施策を推進 創造、交流、個性がキーワード 　まちにぎわう美(うま)し美浜」

04 生涯学習のまち宣言
86 第一次美浜町行政改革大綱 96 第二次美浜町行政改革大綱 06 第三次美浜町行財政改革大綱

大綱策定
62 都市計画区域を 88 町キャッチフレーズ

指定 「おいしい自然ハートフル美浜」 07 美浜町環境基本計画策定
　選定 94 町老人保健福祉計画

３．交通基盤整備 61 小浜線ディーゼル化 67 美浜駅舎落成 77 町道坂尻太田線竣工 90 坂尻トンネル開通
61 東美浜駅設置 78 町道竹波縄間線改良工事着手 90 竹波縄間線開通 03 JR小浜線電化開業

63 林道：粟柄・河内谷線着工（～S49) 79 町道金安線竣工 90 木野トンネル開通
65 椿トンネル竣工 93 国道27号金山バイパス 03 国道27号美浜東バイパス
65 国道27号美浜地係竣工 全線開通 一部開通

96 近畿自動車道敦賀線小浜市
68 レインボーライン開通 岡津～敦賀間概要ルート公表

98 ふるさと対策農村道路
「若狭梅街道」開通

４．電源開発 67 美浜1号 70 運開 72 美浜１号放射能漏洩事故 91 美浜2号伝熱管破断 02 福井県美浜原子力
68 美浜2号 72 運開 94 美浜1号放射能漏洩事故 防災センター完成

72 美浜3号 76 運開 95 もんじゅ事故 04 美浜発電所３号機２次系配管破損事故
・原子力ＰＲ館 05 関西電力㈱原子力事業本部を本町に移転

５．生産機能 54 商工会結成 74 美浜中部土地改良区設立 83 公社営畜産基地建設事業着手（雲谷） 01 集落営農組織 05 美浜町企業誘致条例制定
69 ３農協が合併し美浜農協発足 78 酪農団地竣工（佐柿、安江） 「松原生産組合」 (企業誘致・雇用対策室設置)

72 県営灌漑事業着手（耳） 79 商工会館落成 83 農村総合整備モデル事業 発足
72 森林組合発足 (集落排水処理和田地区)より着手

75 県営ほ場整備事業に着手 83 漁業集落環境整備事業
(美浜地区～S63） (下水処理丹生地区)より着手

79 新庄地区着手（～H2）
89 毛の鼻工業団地造成

６．教育・文化・スポーツ 54 体育協会結成 60 新庄小、菅浜小開校 69 県立美方高校開校 75 ４中学統合し美浜中開校 84 美浜南小学校 00 国吉城址史跡第一次試掘調査
54 弥美小、美浜南小落成 61 耳中落成 79 美浜北小落成 87 菅浜小落成

63 菅浜小落成 70 丹生小、丹生中落成 81 弥美小落成 90 新庄小落成 98総合体育館基金開始
56 美浜東小・中学校落成 63 美浜町文化会館 93 町文化協会設立

７．生活・福祉・医療 55 耳保育所落成 59 山東保育所落成 65 菅浜保育所開設 70 丹生保育所開設 74 山東保育所落成 78 南西郷保育所落成 83 早瀬保育所落成 90 菅浜保育所落成 07 町内９ヶ所の保育所を
56 南西郷保育所落成 64 弥美幼稚園 71 菅浜保育所落成 76 耳保育所落成 82 日向保育所落成 91 新庄保育所落成 ４園に再編

65 矢筈幼稚園 83 矢筈幼稚園 93 丹生保育所落成 01 美浜町デイサービス 05 町コミュニティバス運行開始
93 西保育所落成 センター「ほほえみ」新築

56 統合井堰竣工 63 簡易水道竣工（新庄田代） 75 上水道施設給水開始 80 簡易水道竣工（東部） 90 公共下水道事業開始 02 大藪地係で 04～06年度防犯街路灯の整備
57 簡易水道竣工（日向） 67 簡易水道竣工（佐柿） 78 簡易水道竣工（坂尻） 温泉発掘 (明かりのまちづくり事業完了)

58 簡易水道竣工（丹生、竹波、宮代） 69 簡易水道竣工（坂尻） 02 防災行政無線開局
03 レイクヒルズ美方

62 丹生僻地診療所開設 75 美方清掃工場 79 県立嶺南養護学校開校 90 環境センターし尿処理施設 98 美浜町保健福祉 病院開院
64 燐保館落成 75 ごみ収集範囲を全町 81 身障者施設｢はこべの家｣開設 90 東部診療所開所 センター「はあとぴあ」
64 県立美方養護学校開校 77 中央公民館落成 82 保健センター落成 90 託老所｢のぞみの家｣完成 落成

77 町民プール開設 84 文化会館、児童館落成 90 美浜斎苑完成 07 子育て支援センター
78 勤労者体育センター
78 社会福祉協議会発足

59 南市共同浴場落成 66 小倉共同浴場落成(S52廃止） 77 小倉会館落成 83 南市区住宅改良事業
72 同和教育推進協議会設立 02 地域改善対策

事業終結
８．イベント・市民活動 55 青年団結成 62 婦人連絡協議会結成 68 第23回国体久々子湖にて開催(漕艇会場) 88 第一回町民レガッタ、ボートサミット開催 03 夢ネットワーク

58 老人クラブ連絡協議会発足 69 美浜町漕艇協会設立 84 渓流の里 89 第一回美浜五木マラソン 美浜設立
69 第１回福井レガッタ開催 89 第一回野外彫刻ビエンナーレ 05 「若狭美浜はあとふる体験」

72 県立ボートハウス 91 東アジア漕艇国際大会 　受入開始
91 ハートフル朝市開催 07 第１回全国中学校

92 第１回全国市町村交流レガッタ開催 選抜ボート大会
９．連関性強化 62 有線放送電話業務開始（耳地区） 72 地域集団電話開通 01 美方ケーブル

63 有線放送電話業務開始（南西郷地区） ネットワーク開局
64 有線放送電話業務開始（山東地区、北西郷地区）

68 電話ダイヤル通話開通

88 台湾石門國と姉妹都市提携
90 美浜中学校と台湾石門國民中学との

ホームステイ事業

2000 2005
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２）要因分析結果 

検証 分野別相互連関と主要な展開モメント－玄海町 

 

 

   
中長期的総合計画活動 産業の構造的高次化 社会・生活環境の多彩化 多様な住民グループ活動の展開 中心市街地の活性化 広域的な交流・連携の展開

○行政主導型から

  住民と連携したまちづくり

○基盤整備、生産振興策、九電地域共生等

  との有機的連携
○社会開発施策の定着 ○顔のみえる組織化

○広域化への組織的な

  対応

（注）　図中　　　　は展開のモメント

区分
発電所建設

スケジュール

検　　証　　の　　視　　座
特　徴

平成17年～

特　徴

昭和40年代

昭和50年代

昭和60年～

平成6年

平成7年～

平成16年

#1,S46年着工

#1,S50年運開

#2,S51年着工

#2,S56年運開

#3#4,S60年着工

#3,H6年運開

#4,H9年運開

行政主導型計画活動

・まちづくり

行政運営に対する不安

計画策定

システム

改質

住民

参加型

まちづくり

計画行政

の推進

活性化促進

事業

九電地域

共生活動

基盤整備・生活再建

地域産業設立

支援・育成
玄海産業

設立

経営形態

改革
(養殖)

排熱利用

温室

生産振興策の充実

既存作目

強化

新規作目

検討
起業化

出現
(畜産)

優良農地

造成

付加価値

づくり

玄海エネルギー

パーク

排熱利用

温室拡充
交流人口

流入期待

起業家出現
(海の釣り堀)

      地域ブランド化

    (いちご、玉ねぎ、メロン、

　　　佐賀牛等)

観光・交流に

よるまちづくり

生活、教育・文化環境

施設整備

ボランティア

活動(清掃作業)

施設開放

社会開発計

画の充実と所

得機会の多

様化による精

神的ゆとり

交流機能・

情報基盤

施設整備

ライフスタ

イルの充実

ものづくり

グループ支援

組織主体

形成

拠点機能

整備

まちづくり

グループ

顔のみえる

まちづくり

・ものづくり

グループ

商業集積整備に関す

る研究会・計画立案・

建設準備会発足

商工会・観光物産協会

広域合併

①モノ、カネ中心の

　 まちづくり

②検証分野別具体化

　 （深化）活動主体

①“モノ、カネ”主体から

　 “ヒト、コト”の活動へ

  （内発型まちづくりへ）

②検証分野横断・

　 連携型まちづくりへ

機構改革

シビルミニマムの

充足

玄海町地域振興会
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検証 分野別相互連関と主要な展開モメント－美浜町 

 

 

 
社会・生活環境の多様化 産業の構造的高次化 広域的な交流・連携の展開 中長期的総合計画活動 多様な住民グループ活動

昭和35年

(37)原発誘致決議

　　40年

昭和45年

　　50年

昭和55年

　　60年

平成2年

　　7年

　第３次総計策定

平成12年

　　16年

平成21年

　・美浜町の個性化づくり 　・エンパワメントの向上 　・地方自治の安定性

　・交流型産業経済の創出 　・地域ブランドの形成 　・継続的政策展開

（注）図中の　　　　　　は展開のモメント

合意形成と対話プロセスの改革

シビルミニマム
の確保

基軸産業（農
漁業）の基盤

整備

交流活動の推
進と知名度の

向上

機能相互の
連携・融合

人材育成

山
口

特　　　　　　徴
住民のもつ新たな
価値規範の創出

基軸（一次産業）
産業の再編

綿
田

（
捨

）

原
田
・
平
野

綿
田

（
光

）

歴代
町長

発電所建設
スケジュール

検　　　　証　　　　の　　　　視　　　　座
特徴

全町的生活
・福祉・医療
機能の継続
的整備

丹生区を中
心とした地
域関連事業
の推進

美浜町財政の好転

一次産業基盤
の整備促進

国体漕艇会場
　同基盤整備

美浜町振興計画
策定

#1.42年着工

#2.43年着工

45年運開

47年運開#3.47年着工

51年運開

住環境整備
テンポ加速

建替・再編

安全・安心
機能整備

三方五湖ラム
サール条約

登録

工業基盤
整備

生産システム
複合化

集落営農
担い手育成

企業誘致条
例、同対策
室設置

ボートを町技とする

第１回
町民レガッタ

美浜・五木ひろし
　　マラソン

ハートフル朝市
の開催

石門郷との
姉妹都市
提携

交流人口の増加

若狭美浜はあとふる
体験受入開始
同推進協議会設立

NPO法人はあとふる美浜ネットワーク設立

第２次総計策定

町キャッチフレーズ
「おいしい自然はあとふる美浜」
選定

山口町政
誕　　　生

美浜町観光ビジョン
策定

町長との対話方式
改革

第四次総計策定
体制改革

福井大学との協定締結

計画活動参画、ファシリ
テーター、コーディネーター

美浜町名物料理検討委員会
発足

夢ネットワーク美浜
設立

「へしこの町」
　商標登録

解　　散
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４．原子力施設の立地「地域振興」に結びつけるために 

１）相当な新増設が必要－総合エネルギー調査会・原子力部会 

■ １５基     ＋  ９基 ＋   ６基   ＝３５基（６，８００万Ｋｍ） 

  （電力供給計画） （２０２０年） （２０３０年） 

 ■ 美浜発電所１号機運転開始 1970 年（昭和 45 年）から 40 年として、平均リードタイム 

   約 19 年。現実的？ 

 ■ 地方分権、地域主権が社会の潮流だが。地域振興問題の国の関与は？ 

 

 

２）「地域振興」に結びつけるために 

① 国は 

 

    

 

 

   

 

■ 特措法のあり方（延長を前提・・・・単純延長ではないが） 

○これまでのフォローアップの実施 

     →電調審電源立地部会「審議会地域振興計画フォローアップ調査」 

  平成 12 年 12 月（経企庁電源開発官室） 

○単純延長ではない・・・検討すべき点 

 ・計画対象地域 

   「影響圏域」→「実態圏域」 

 ・計画スキーム・・・「立地円滑化」から「地域振興」のあり方を軸としたスキームへ 

 ・プロジェクト主義の限界 

  「うすい地域振興の実感」←複合的・相乗的効用の発現 

・原子力立地会議のあり方（手続論的） 

 →個別プロジェクトに係る国の支援から計画のもつ論理体系、あるべき地域像に対する論議を 

     →論議体制の再構成 

 

 

② 関係自治体は 

ａ．関係道府県 

  ・「○○○原子力発電施設等立地地域の振興に関する計画」立案策定体制の検討 

  ・意志決定・制度設計等のメカニズム・プロセスにおける透明性・公平性の論理や発言・論議でき

る余地の工夫 

 ・①②－ｂ、③④の調整・推進役 

 

ｂ．立地自治体 

 ・知的社会基盤の醸成 

「ものとかね」といった社会基盤に対して、前述した織物をつくる諸活動が織りなすダイナミズム

により形成されるところの地域自律化に向けた継続的革新能力や社会システム（知的社会基盤）を

形成・醸成するため、下記に示す如き諸活動が必要かつ重要となる。かかる面における施策的手立

てが期待される。 

◇ 合意形成と対話プロセスの構築 

◇ 多様な主体の相互作用の強化 

◇ 共同作業の場づくり 

◇ 中間集団の組織化 

◇ 経済的効率主義の克服のツールの実践 

・生業（既存基軸産業）の再生・・・最も“実感が得られる分野” 

 

 

③ 施設者は 

ａ．発電所の「地元会社化」の可能性吟味 

ｂ．不断の地域社会活動 

  専門家・専門用語の理解、促進〈 信頼関係＝合意 

ｃ．今日的参宿所の再現 

 

④ 新たな主体（知恵袋）の形成（立地地域の主体性を前提として） 

【機能】 

  ◇ プロジェクト関係者間のオーガナイズ機能 

◇ 関係機関とのネットワーク機能 

◇ 住民ニーズのキメ細かな把握機能 

◇ 地域住民の参加、協力を求めるための住民理解醸成機関 

◇ 内発的新産業の創出に対する出資等の資金供給機能 

◇ 人材支援機能等 

 【対象地域】 

   実態的圏域構成市町村 

【原 資】 

  施設者、県、立地・周辺自治体、関係諸団体、国 

【類似事例】 

 （財）むつ小川原産業活性化センター、旧産炭地域５経済生活圏で実施、北鹿児島電源立地地域総合

研究所（仮称）等 

電源開発促進法 

（電源開発調整審議会） 

－昭和 27 年－ 

電調審 

立地部会 

－平成５年－ 

 

同左運用強化 

－平成９年－ 

特別措置法 

（原子力立地会議） 

－平成 12 年－ 

～22 年度末 

手続論的流れ 
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�Ë¶÷ø5¢15% 12.2L=
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